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◆第１特集 
 
 
◆シェアウェアの宝庫 !!　 
 
 

◆MacPowerオリジナル 10本 
AppleScriptのおもちゃ箱／大井純
の3Dグラフィック／PowerAid／
LoadTest MS-Office／はいぱかおし
えてちょっぷっぷ／クラリスワー
クス自由自在／OMOまるちめであ
でござる／Power Music Generations 
OpenDoc＆Cyberdog使用法／プロ
グラマーの道具箱 

 

AMUG200選 

この夏ホットなシェアウェア100連発 
◆Apple最新テクノロジー13本 
CD-ROM Setup 5.1.2J 
QuickDraw GX J1-1.1.3 
OpenDoc J-1.0／Cyberdog 1.0英語版／
OpenTransport 1.1-J／7.5.2アップデート
ディスク／HyperCard プレーヤJ1-2.3／
LaserWriter 8.3.2／QuickTime 2.1／
QuickTimeVR 1.0／QuickDraw 3D 1.06／
Performa ヒントとアイデア／Power 
Macintosh Power Info　 
 
◆使って試す！ 15本 
光南台の商人サンプル／B^2 Logic DEMO／
B^2 Spice DEMO／CityNetLine Mini／
Superその日暮らしDEMO／ケイロン
DEMO／シンキン・シングス３／星の王
子さまDEMO／名曲ギャラリー・デモ
Oracle Media ObjectsJ 体験版／Racing 
Days／Shade III 1.2.4 評価版／UltraMan 
QuizKing Demo／ViViDeVaViDe体験版／
WIZARD'S WEB SL R5 

特別定価980円

［特別付録CD-ROM］

Cyberdog 1.0英語版
QuickDraw GX J1-1.1.3

第１特集　シェアウェア100本
シェアウェア200選／新着ソフト体験版10本
各種アップデーター／連載記事関連データ

［特集１］
インターネット対応　
猛暑を乗り切る

この夏ホットな
シェアウェア
100連発

こ
の
夏
ホ
ッ
ト
な
シ
ェ
ア
ウ
ェ
ア
１
０
０
連
発
／
10
万
円
以
下
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
大
集
合

ピ  ン  と  来  る  ！  

ピ  タ  リ  と  わ  か  る  ！  

初心者歓迎 
ステップアップ計画実施中 

すべての記事に専門用語解説 

［特集２］
今が旬！彩りあざやか

10万円以下の
カラープリンター
大集合

［新製品レビュー］
Power Macintosh 7600/120
Power Macintosh 7200/120

OKI MICROLINE 803PSIIV+F
Adobe PageMaker 6.0J

UMAX POWERLOOK 2000
AGFA DuoScan／Panasonic CF-L15

Kodak DC20／Chinon ES-1000
Apple Internet スタータキット

Nikon SCANTOUCH 110／210
HEWLETT-PACKARD Japan 日本語MAE2.0

OLYMPUS DELTIS 230MO TURBO Ⅲ+
Canon PowerShot 600／NEC Aterm IT45DSU

［速報］
Macintosh Performa 6260

Power Macintosh 6300/120
メディアリッチへと進化した

QuickTime 2.5

［TOPICS］
特撮とCGの結合　
ガメラ２来襲！

目指すは中国市場　
新中国語入力プログラム
「BoPoMoFo」



Adobe PageMakerとDTP業界
を二分する実力の持ち主が米クォー
ク社の「Qu a r k XP r e s s

ク ォ ー ク エ ク ス プ レ ス

」。
PageMakerと比べると、高い計算
精度と搭載する機能の差によりハイ
エンドな商業印刷向きといえる。ペ
ージの取り扱いが柔軟で、理解しや
すいのも特徴。ページ単位の組み替
えの使い勝手は秀逸で、折り込みペ
ージなどもページアイコンをドラッ
グするだけで作成できる。プラグイ
ン形式で機能を拡張する構造を
PageMakerよりも早くから採用
し、PageMakerが標準で搭載する
かな詰めやHTML書き出しにもプラ
グインで対応している。定価19万
8000円で実勢価格は約12万円。

競合製品競合製品

QuarkXPress
Adobe
PageMaker 6.0J
よろず出版請け負います
Adobe PageMakerはDTPという分野を開拓し、社内報から商業
印刷まで幅広いユーザーを獲得した元祖DTPソフトだ。6.0日本語版
は、細かな使い勝手を向上してカラー商業印刷に本格的に対応すると
ともに、HTMLやPDFをサポートし、メディアの変化にいち早く対
処している。自らが創り出したDTPという言葉の意味を再定義し、電
子出版への移行を加速する同ソフトの真の狙いを探る。
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平田 和弘　Hirata Kazuhiro



「

図１　操作画面
のフルスクリーン
ショット。図は
21インチ画面で
の操作例。旧バー
ジョンに比べてパ
レット操作が増え
たが、全体的な操
作方法は変わらな
い。アイテムを設
定するのにあちこ
ちのメニューを開
かなくてはならな
いのが不便だ

図２　マスターページパレットとマスターページをパ
ブリケーションのページに適用するダイアログ。パレ
ットで新しいマスターページの作成／削除／適用――
などの操作ができるのが便利。両面用のマスターペー
ジを片面ずつ分割しながら適用できるので、片面専用
に無駄なマスターページを作成する必要がない

表１　アイテムを割り付ける方法と特徴をまとめた。似たような操作で動作が少しずつ異なるため、煩雑な
印象を受ける

ペースト 割り付けコマンド 引用 OLEリンク OLEエンベッド
リンク設定 形式選択 オブジェクト

ペースト時に設定 挿入時に指定
リンク解除 「リンク設定」 「リンク設定」 「リンク設定」

コマンドで可能 コマンドで可能 コマンドで可能
リンク再設定 「リンク設定」 「リンク設定」 「リンク設定」

コマンドで可能 コマンドで可能 コマンドで可能
変更内容の自動更新 「リンク設定」 「リンク設定」 「リンク設定」

コマンドで設定可能 コマンドで設定可能 コマンドで設定可能
変更内容の自動更新時の警告 「リンク設定」 「リンク設定」 「リンク設定」

コマンドで設定可能 コマンドで設定可能 コマンドで設定可能
変更内容の手動更新 「リンク設定」 「リンク設定」 「リンク設定」

コマンドで設定可能 コマンドで設定可能 コマンドで設定可能
作成元アプリケーション
の起動
作成元とは異なる
アプリケーションの起動 ＋「元データ編集」コマンド
ファイル保存場所 内部 内部／外部 外部 内部／外部 内部

割り付け時に自動 引用時に自動

不可

不可

［option］キー
＋ダブルクリック

［option］キー
＋ダブルクリック

無

無

無

無

無

無

不可 不可 不可

不可

不可

不可

常時

無

ダブルクリックダブルクリック

［shift］キー
DTPの巨人Adobeが放つ
元祖ページレイアウトソフト

「Adobe PageMaker
ア ド ビ ・ ペ ー ジ メ ー カ ー

」は、DTP［＊1］

ソフトのパイオニア的な製品だ。前回のアッ

プデートで機能を全般的に見直し、ハイエン

ドを意識した作りとなった。最新バージョン

の6.0は、米アドビ・システムズ社が開発を

手がけた最初のバージョンとなる。同社のベ

ストセラーソフト「Photoshop」や

Illustrator」などに見られる、機能と鮮や

かに融合したインターフェースの実現を期待

したが、今回のアップデートは、旧バージョ

ンを踏襲した操作に大小の機能を追加した

ものとなった。
主な機能強化は、①複数マスターページ

への対応、②レイヤー機能の改良、③ガイ

ド機能の強化、④オブジェクトの整列機能

の追加、⑤虫眼鏡ツールの追加、⑥多角形

ツールの追加、⑦級数のサポート、⑧かな

詰め対応フォントの強化、⑨米コダック社

のカラーマッチングシステム「KCMS」の

採用、⑩オートトラッピング機能の追加、

⑪スクリプトパレットの新設、⑫HTML［＊2］／

PDF［＊3］形式でのファイルの保存、⑬プラ

グインの強化――など。基本的なレイアウト

操作（①～⑤）からグラフィック（⑥）、テ

キストハンドリング（⑦、⑧）、カラーハン

ドリング（⑨、⑩）まで、全般的に強化し
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［＊1］DTP――デスクトップ・パブリッシングの略。パ
ること。

［＊2］HTML――ハイパー・テキスト・マークアップ・
ウザーに表示するときの書式を規定した言語。
ている。別アプリケーションとして付属する

表 作 成 ソ フ ト 「 Table Editor」 も

「Adobe Table」となり、EPS形式での保

存が可能になった。

さらに、急速に広がりつつある電子メディ

アに対応すべく追加したHTML／PDF形式

ファイルの作成機能に、A d o b e

PageMakerの将来と真のハイパーテキス

トを実現しようとする同社の戦略をかいま見

ることができる。
目新しさには欠けるが
充実の機能で作業効率を大幅アップ

基本となるレイアウト操作の最大の改善点
ソコンを使って出版物を作成す

ランゲージの略。WWWでブラ

［＊3］PDF――ポータブ
社が提唱するドキュ
いなくても、自動的
配布に適した機能を
は、マスターページを複数作成できるように

なったことだ。旧バージョンでは１つのファ

イルに１種類のマスターページしか持てなか

ったため、本誌のようにさまざまなレイアウ

トが存在する誌面作りには工夫が必要だっ

た。

本バージョンでは片面／両面用のマスター

ページを無制限に作成できる（図１）。一方

で「マスターページパレット」を採用し、

操作性の低下を防いでいる（図２）。

レイアウト可能なページの大きさは旧来通

り片面か両面見開きのみで、折り込みページ

のような見開きで片面２ページ分を超える大

きさのページに対応しなかったことが残念だ。
ル・ドキュメント・フォーマットの略。米アドビ・システムズ
メントの規格。文書中の表示フォントがインストールされて
に最も近いフォントに変換して表示するなど、ドキュメント
備える。



［

図４　多角形ツールで作成した
星形でイメージをマスクしてみ
た。多角形をドラッグすればイ
メージのマスクされる部分を変
えられる。マスクするグラフィ
ックとマスクされるイメージはグ
ループ化できる

図３　新採用の
「ガイドマネージ
ャ」。等間隔のガ
イドがすぐに作れ
るので、簡単な表
作成などに使える

図５　組版のオプションが豊富になった。文字
の種類別に間隔を細かく設定できるため、より
自然な文字組みができる

表２　かな詰めが可能なフォント。漢字Talk 7に付属の
TrueTypeフォントもサポートする。旧バージョンとは異なり、
使用しているフォントごとに詰めの設定を変更する必要はない

旧バージョンから対応していたフォント 新規対応フォント
リュウミンL-KL 見出しゴMB31
中ゴシックBBB 見出しミンMA31
太ミンA101 新正楷書CBSK1
太ゴB101 リュウミンR/M/B/H/U -KL
じゅん 101 新ゴ L/R/M/B/U

じゅん 34/501
ゴシックMB101 B/H/U
平成明朝W3
平成角ゴシックW5
レイアウトできるアイテムは、①テキス

ト、②画像ファイル、③多角形や円などの

グラフィック、④スプレッドシート――で、

アイテムの割り付け方法を強化した。メニュ

ーコマンドからディレクトリーダイアログを

呼び出してファイルを選択する従来の「割り

付け」に加えて、ドラッグ&ドロップによる

ペースト／引用／OLE［＊4］リンク／エンベ

ッド――を使い分けられる（表１）。
ドラッグ&ドロップでは、同機能に対応す

るアプリケーションやクリッピングファイ

ル、PageMakerの文書ウィンドウなどか

らアイテムをダイレクトに割り付けられる。

割り付け方法が豊富になったことで、特定

のアイテムを一括して更新するなど利便性は

増したが、使い分けはかなり煩雑だ。

ガイドはマージンガイドとコラムガイドの

ほか、垂直／水平ガイドを最大120本まで

設定できる。新機能の「ガイドマネージャ」

で、等間隔のガイドの自動作成やライブラリ

ー化などが可能だ（図３）。また、「アレン

ジ」メニューの「オブジェクトを揃える」コ

マンドで複数のアイテムの位置を揃えられる

ようになった。揃えるアイテムの基準位置／

方向／整列／分配――を指定でき、複数の
［＊4］OLE――通称「オレ」。米マイクロソフト社が提
め込みに関する規格。Mac OSの発行／引用と同

［＊5］パス――イラストレーターなどポストスクリプトを
分や輪郭などのオブジェクトのこと。
アイテムをバランスよくレイアウトする作業

の効率が向上した。

旧バージョンでは重なったアイテムのうち

背面のほうをドラッグすると前面に出てきた

が、今回は前後関係を維持するように変更

した。使い勝手はこちらのほうが自然だ。

虫眼鏡ツールもようやくツールパレットにお

目見えした。［¿］キー＋［shift］キー＋

スペース］バーを押しながらマウスを操作

する従来方式に比べて、大変使いやすくな

った。虫眼鏡ツールは、画面の表示倍率を

25～800パーセントまで２倍間隔で６段

階に切り替えられる。ツールパレットの虫眼

鏡ツールをダブルクリックすると表示倍率が

等倍になるが、倍率一覧をメニューに表示

し選択する機能を付けたほうが便利だ。
画像マスク機能と
かな詰め対応を強化し
ページの表現力を向上

グラフィックの作画機能はこれまでの直

線／矩形／円――に多角形を追加した。作成

できる多角形の種類は、正多角形と星形で、

頂点の数は３～100個まで設定できる。星

形は各辺の凹み具合を調整できる。パスや任
唱するオブジェクトの連結と埋
様の機能を実現する。
利用するソフトで使用する、線

［＊6］ドロップキャップ―
すること。次の行ま
意の頂点を持つ多角形の作画機能は搭載しな

い。

任意のアイテムを他のグラフィックでマス

クできるようになった（図４）。マスクにで

きるのはPageMaker上で作成したグラフ

ィックのみで、テキスト／割り付けたPICT

画像／Illustratorのパス［＊5］――などでは

マスクできない。複数のグラフィックでマス

クすることもできないため、マスクの形状は

単純なものに限られる。マスクとマスクされ

るアイテムの相対的な位置は変更できる。
テキストはテキストブロック別に縦書き／

横書き／コラムの数――を設定でき、縦中横

（縦組み中の部分的な横書き文字）／ルビ／

傍点／傍線の付加／ドロップキャップ［＊6］

――などが作成できる。旧バージョンからか

な詰め機能を搭載しているが、対応するフォ

ントの種類を５書体から25書体に増やした

（表２）。また、①丸括弧、②括弧、③記号

などの組版規則、④和文、⑤英単語、⑥英

字の間隔や行送りの基準位置の変更、⑦自

動／手動カーニング、⑧書体／サイズに連動

するトラッキング編集――など豊富な機能を

取りそろえる（図５）。

文字サイズの単位にポイントと級数を使用
MacPower 96 Aug.    227

―段落の文頭でフォントの大きさを１文字だけ変更して強調
で文字がはみ出して「落ちて」いるように見える。



図７　カラーパレットには、線の色／塗りの色／両方――を選
択するボタンと濃度を指定するポップアップメニューを追加し
た。小さな変化ながら使い勝手は大きく向上している。カラー
を編集するダイアログなどもマスターページパレット同様の方
法で呼び出せるとよかった。「カラーライブラリ」の充実も喜
ばしい。図はDICのライブラリー

図６　級数で文字サイズを入力できるようになったが、0.1ポイント単位の近似値に置換されて
しまう。図のように、表示が同じでも実際の文字サイズが異なる場合があるのは問題だ

図８　カラー分
版に欠かせない
トラッピング機
能。トラップす
る条件やトラッ
プの幅などを設
定できる。オー
バープリントは
オブジェクトや
特定の色に設定
できる

「12.5」級と入力

［enter］キーを押すと「12.6」級に丸められてしまう

ポイント表示に切り替えると「8.9」
ポイントであることがわかるこのボタンでサイズを変えた場合は

「12.6＋0.1」のように級数が近似値
であることを表示する。キー入力時に
も同じ表示形式にしてほしかった

「12.6」級と入力

［enter］キーを押しても表示は「12.6」級のまま変わらない

ポイント表示に切り替えると「9.0」ポイントになっている
できるようになった。ただし、級数を用いて

いる場合でも精度は0.1ポイントのため、厳

密な指定はできない（図６）。１ポイントの

大きさは厳密には2.27分の１インチだが、

PostScript標準の72分の１インチを使用

しており、変更できない。

自動トラッピング機能を搭載
実用度を増したカラー機能

カラーパレットの機能を強化し、アイテム

の塗り色／線の色／濃度――を手軽に設定で

きるようになった（図７）。カラーライブラ

リーもこれまでのTOYO Color Finderに

加えて、DIC／PANTONE／マンセル――

などを追加し実用度を増した。

カラー分版ではオーバープリント［＊7］と

抜き合わせ［＊8］を指定できる。オーバープ

リントでは、任意のグラフィック／カラー／

オブジェクト――にオーバープリントを設定

できる。抜き合わせには自動トラッピング機

能を追加し、実用的なカラー印刷に対応した

（図８）。トラッピングの方法は、隣り合う２
228 MacPower 96 Aug.

［＊7］オーバープリント――商業印刷では４色に分解し
を印刷するが、例外として特定の色（特色）の版
のとき、特色を２つ以上重ねてインキを混ぜるこ
をオーバープリントと呼ぶ。
色のうち淡い色を濃い色に重ねるオーバート

ラッピング手法で、濃度差が少ない場合は自

動的にセンターライントラッピングを行う。

またトラッピングする隣接色との差の限界や

インクごとのND値［＊9］が変更できる。テ

キストではトラッピングする最小サイズを指

定できる。

カラーマッチングに米コダック社の

KCMSを採用し、色管理の手間を大幅に軽

減する（図９）。使用機器に合わせたカス

タムプロファイルを作成するには、別

途 「 Kodak  Prec is ion  Co lo r

Cal ibrat ion Kit」が必要になるが、

実際の印刷色をシミュレートして画面で確認

することが可能だ。

紙／パッケージ／ネットワーク……
多様化していくメディアに対応

HTMLは一昨年来、急速な普及を見せて

いる。HTML／PDFファイルの作成機能を

搭載したことで、印刷以外のメディアに進出

する道が開けた。Adobe PageMakerか
てそれぞれの色を重ねてページ
を後から加えることがある。こ
とにより別の色を作り出す方法

［＊8］抜き合わせ――特色
刷しない方法。色を

［＊9］ND値――インキの
らHTMLを直接書き出せるようになったた

め、これまで出版のために集積してきた情報

や手法を電子的に再利用しやすくなり、出版

物のデジタル化を加速するだろう。

HTMLに書き出せるのはパブリケーション

の任意のページか一連のテキストブロック

で、グラフィックはインライングラフィック

（テキスト中に配置したグラフィック）のみ

となる。他サイトへのリンクはURLの記述

により可能で、アンカー［＊10］は500個ま

で設定できる。

書き出されるHTMLファイルは、

PageMakerのスタイルをHTMLタグに変

換したものだ。タグの対応は変更できるが、

出力するのはHTML 2.0の一部のタグに限

られる（図10、表３）。HTMLブラウザー

の標準となったNetscape Navigatorが独

自に拡張したタグなどは追加できない。

使用できる画像フォーマットはGIFと

JPEGで、そのほかのフォーマットはサポー

トしない。せめてMac標準のPICT画像を

サポートし、フォーマットを自動的に変換し
を使った印刷のうち、色が重なる部分のみ下になる部分を印
重ねることによる濁りを防げる。
中間濃度のこと。



分類 スタイルタグ
HTML見出しスタイル TITLE

H1、H2、H3、H4、H5、H6
HTML機能スタイル ADDRESS

BLOCKQUOTE
BODY Text
MENU List
OL List
PREFORMATTED
UL List

HTML強調スタイル CITE
CODE
DEFINITION
EMPHASIS
SAMPLE
STRONG

総合評価　●●●●

期待したインターフェースの改良は小幅に留まったが、電子出版への対応を大幅に推し進め
る姿勢に将来の期待がかかる。

機能 ●●●● カラー印刷機能の強化や新メディアへの対応と盛りだくさん。
処理速度 ●●●● 機能を追加したが旧バージョンのスピードを維持。
操作性 ●●● 機能が散在している。インターフェースの抜本的な改良を望む。
マニュアル ●●● 機能の多さから、ポイントごとにサマリーが欲しい。
エコロジー度 ●●●● 標準的なパッケージ。
プライスパフォーマンス ●●●● DTPユーザーに幅広く対応する機能と先進性。

対応機種　全機種、Power Macシリーズ（ネイティブ対応）／対応システム 漢字Talk 7.1以上／価格　６
万4800円／問い合わせ先（TEL） ㈱システムソフト（092-752-5264）、㈱ソフトウェア・トゥー（03-
3797-9721）、㈱メディアヴィジョン（03-3222-6841）

＊評価基準は、¡が５つで現在のMacのハード／ソフトの環境で最高位にある製品を意味する。さらにユーザーに勧められる
か否かの点からプライスパフォーマンスの点数を２倍とし、他の項目の点数を単純に加算して6で割ったものが総合評価

Power DATA

図９　カラーマッチングを設定するダイアログ。
KCMSが補正した色をモニター上で確認できるなどの
高度な機能を持つが、計算にはマシンパワーを要する

図11 PageMakerでレイアウトしたページ
（左）をHTMLファイルに書き出し、Netscape
2.0で表示した（右）。レイアウト上では２段
組みだが、ホームページ上ではフラットになっ
ている。サウンドやカウンターなどは、作成さ
れたHTMLファイル別に編集することになる

図10 HTMLへ書き出すファイル
は、基本的にPageMakerのスタイ
ルをHTMLタグに変換したものだ。
従って、レイアウト作業でスタイル
をきちんと使用しないと意味がない。
図のダイアログでタグの対応をカス
タマイズできるため、オリジナルの
スタイルもタグに対応づけられる

表３　PageMakerが対応しているHTMLタグ。ブ
ラウザーの進歩が速く、次々と新しい機能が追加さ
れるため、タグを追加できないのが本当に残念だ
てほしかった。

ホームページ上のレイアウトが、

PageMakerでのレイアウトとはかなり異

なる点は要注意だ（図11）。タグの種類の

制限や、画像ファイルにインライングラフィ

ックしかサポートしていないことによる限界

だが、このままでは素材としての画像ファイ

ルやレイアウトもホームページ専用に作成せ

ざるを得ない。印刷物とホームページのレイ

アウトファイルを共通化することが目的では

ないにしても、PageMakerの手軽で高度

なレイアウト機能が生かせない点は残念だ。

PDFファイルは同社のAcrobat Reader

などで読める電子文書だ。Windowsなどの

他プラットフォームでも、PageMakerで

作成したレイアウトイメージを崩すことなく

表示できる。PDF作成用のPostScriptフ

ァイルを書き出し、実際のPDFファイルは

付属の「Acrobat Distiller」で作成する。

ただし、日本語に対応した「Acrobat

Distiller」は未発売で、現在は英語版の

PDFしか作成できない。

築いた路線を自ら引き直し
DTPの将来に
打ち立てたマイルストーン

米アドビ・システムズ社がPageMaker

を手に入れたことによって、DTP業界の地

図が大きく塗り替えられようとしていること

は間違いない。しかし、PageMaker

6.0Jはその一翼を担う製品としてはやや魅

力に欠ける。電子文書への対応強化など、
PageMakerとDTPの将来をうかがい知る

［＊10］アンカー――HTMLタグの一種で、クリックし
グのこと。
側面はあるものの、依然として発展途上で

あると言わざるを得ない。

機能的には競合製品に負けない充実ぶり

だが、機能の追加が先行してインターフェー

スが追いついていない印象だ。コントロール

パレットやカラーパレットの細かな改良で使

い勝手は向上しているが、多機能を無理な
て移動する場合の目印となるタ
く使い込めるまでには至っていない。

前回の「0.5」のアップデートに比べると

今回の変化は小さく感じられるところが多い

が、DTPの可能性を広げ、新たな分野への

進出を図ろうとする意欲作であることは間違

いない。
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